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全学教養科目「学問の面白さを知る」

「地球温暖化をどう考えるべきか ?」 2011年 5月 17日

地球水循環研究センター・教授  安成哲三

◆asunarDhyarconagoya‐ u.ac.jp)

内容 :

「地球温暖化」はすでに起こっているか ?

近年の「地球温暖化」は、人間活動による温室効果ガス増加に因るものか ?

IPCC(気候変動に関する政府間パネル)2007年 レポー ト

http7/wwvipccocWpublications_and data/ar4/wg1/en/contentsthtml

温室効果ガスの増加で、地球の気候はどう変化する可能性があるか ?

私たち人類は氷河時代に生きている一地球の長期的な気候変化―

水循環 (雨や雪)は「地球温暖化」でどう変わるか ?(変わ りつつあるか ?)
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